
松 っ 子
～かしこい子・やさしい子・たくましい子～

ゆめ おもいやり げんき

松っ子の心を見つめる教育週間～特別号
６月２５日（水）から７月１日（火）まで行われた教育週間では、多くの皆様にご来校いた

だき、松っ子の学習や学校生活のようすを参観していただきました。
誠にありがとうございました。

＜校長から松っ子へ・・・「いのちのおはなし」＞
松っ子一人一人に、命についてしっかり考える時

間を持ってほしいと願い、ある男の子が教えてくれ
たネコのことを伝え、「いのちのおはなし」（日野原
重明 著）にある【いのちは、時間】について話しま
した。
松っ子には、自分の命、そして大事な家族や友達

の命、さらに世界中の人々の命を大事にできるよう
育ってほしいと願っています。

（感想～松っ子の思ったこと・考えたこと ※一部のみ）

６月２８日（金）道徳科公開授業

お忙しいなか、授業をご参観いただいた
保護者様、誠にありがとうございました。

令 和 7 年 ７ 月 ３ 日
大 村 市 立 松 原 小 学 校
学 校 だ よ り № ６
文 責 ： 校 長

ネコのことを教えてくれた男の子とご家族様

～ありがとうございました

メスのネコ「るー」が しんだ。

とても かなしくて なみだが でた。

「るー」は おとうさん と おかあさんが けっこんしたころに

かいはじめたネコ。

だから、ぼくがうまれるまえから おうちにいるネコ。

としをとって しんでしまった。

いきているときは、エサをあげた。

「るー」は あさ、ぼくがおきるのを ドアのまえで まっていた。

おねえちゃんも ぼくも おかあさんも おとうさんも・・・

みんな 「るー」が大すきだったのに しんだ。

「るー」がしんで かなしくて なみだがでた。

・いのちは、むねにある。
・いのちは、１こ。
・いのちは、だいじ。
・いのちは、からだのぜんぶ。
・いのちは、たのしくしあわせ
にしてつかいたい。

・いのちはこころにある。
・るーのことかなしい。
・るーちゃんもしあわせをちゃん
と、かんじてくれたとおもい
ます。

・わたしも「るー」の家ぞくの人の気持ちがわかるような
気がしました。

・いのちは一つしかない大切なものだから、これからは
いのちを大切にしようと思います。

・ぼくは、いのちのお話を聞いて、いつもごはんをつくってくれ
ているお母さんも、ぼくのために時間をつかってるというこ
とを知って、この１０年間、うれしいと思いました。

・私は生きられるだけ生きたいなと思いました。そして、人を
助けられる、そんな人になりたいとあらためて思いました。
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